
七行器行列　およそ３０人の女性らが参加

　7月16日、御蔵入交流館で朗読劇「こ
の子たちの夏」の公演が行われました。
被爆者の遺稿や手記の中から「母と子」
をテーマに絞りまとめた朗読劇です。今
回、地元高校生５人も出演し、被災者や
関係者が残した詩や短歌を読みました。
　出演した高校生らは「女優さんの声が
すごかった。自分たちもおなかから声を
出して練習通りできた。いままで遠いこと
と思っていたが、唯一の被爆国として、伝
えていくことの大切さを感じた。舞台の裏
側も経験し、良い経験になった」とインタ
ビューに答えてくれました。

後列左から5人が南会津高校生
紗幕の向こうでマイクを使わず生の声で
15編の詩や短歌を読んだ。
前列は女優さん
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　4台の大屋台を大人が押して子供たち
が乗ります。大屋台はぶつかりそうになる
まで走り、子供たちの掛け声も更に大き
く！屋台運行に拍手が送られていました。
屋台の運行には自衛隊、会津信用金庫
田島支店、南会津建設事務所などの皆さ
んも大屋台を押して参加していました。
　芸場と呼ばれるお宅の前では大屋台
が止まり歌舞伎が上演されました。地元
の演目「時津風日の出松鴫山城内の段」
と「一谷嫩軍記須磨の浦の段」。子供たち
が上演しました。どこへ行っても歌舞伎を
見ることが出来る珍しい祭り、
田島祇園祭！

　田島祇園祭は、当番党屋が行う神事と、屋台運行、屋台歌舞伎、通りでの露店など、それぞれが協力して開催される祭。今年は多くの人がか
かわり、通常の祭りが戻ってきました。７月21日お神酒（おみき）びらきが行われ、党本の神棚にはお神酒が供えられました。当番党屋である西
町下組（しもぐみ）の皆さんが７月１２日に仕込んだお神酒は、甘いいい味に仕上がりました。
　7月22日、例大祭の神事が行われ祭りが始まりました。例大祭には当番党屋と昨年・来年の党屋組の皆さん、町関係者が出席。中高生が浦
安の舞を奉納しました。
　7月23日朝、祭のメイン行事である、七行器行列が行われました。塩サバやお神酒、赤飯を七つの器に入れ神様に献上するため神社へ運び
ます。神社では神殿で神様にお供えしました。行列には４年ぶりに花嫁姿の女性が参加しました。地元のほか、募集に応募した独身の女性ら
が参加しました。友好都市である、さいたま市や台東区からも参加していました。
　七行器行列のあとは神輿が町内をまわりました。保露花と呼ばれる手づくりの花を運び沿道の希望者へ差し上げながら練り歩きました。県
内の自衛隊（幹部）の皆さんも協力を申し出て参加していました

屋台歌舞伎上演

4年ぶりに　通常開催　七行器行列も賑やか

　

大屋台運行

塩サバや赤飯などの献上物

神殿で献上物を奉納する

神輿渡御 稚児行列

多くの人が屋台押しに協力
黄色の法被：会津信金田島支店

芸場で歌舞伎上演
屋台世話人が安全に運行を行う

浦安の舞

七度の使いの子供2人

朗読劇　高校生出演


